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慎重にならざるを得ないのが現状である．一方，Bone morphogenetic protein(BMP)-2は BMP レ
セプターを介して骨芽・破骨細胞活性を共に亢進し，骨のターンオーバーを促進する作用を有
していることが知られている．我々は β-Tricalcium phosphate (β-TCP)をキャリアに用いて，




























は 32.5±17.2%と，対照群と比較し有意に増加していた (unpaired t-test, p < 0.001)．また，
E-rhBMP-2/β-TCP 群の抜歯窩の新生骨内（p < 0.01）および，抜歯窩周囲骨（p < 0.05）の骨
小腔中空数は対照群と比較し有意に減少した (unpaired t-test)． 
次に，E-rhBMP-2の抜歯窩再生効果を ZA/CY 投与中止モデルで検討した．その結果，E-rhBMP-
2/β-TCP群の抜歯窩の新生骨形成面積率は 76.5±11.5%であり，対照群の 25.2±9.7%と比較し
て有意に高かった (unpaired t-test, p < 0.001)．また，ZA/CY 投与中止モデルにおいても，
抜歯窩の新生骨内（p < 0.001）および抜歯窩周囲骨（p < 0.001）の骨小腔中空数は E-rhBMP-
2/β-TCP移植により有意に減少した (unpaired t-test)．また，両群ともに TRAP 陽性破骨細
胞が観察され，E-rhBMP-2/β-TCP群の抜歯窩の新生骨周囲には，オステオポンチン陽性骨芽細
胞が対照群と比較して有意に増加していた (unpaired t-test, p < 0.01)． 
 
【結論と考察】 


































なお，本論文はすでに International Journal of Molecular Sciences, 第 21 巻, 第 19 号   
(発刊年月日：2020 年 9月 24日)に掲載されており，国際的にも評価されている． 
以上に基づき，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める． 
